
(57)【要約】

【課題】ダイのサイズ変更やウェーハシートの変更又は

経時変化に対して複数の突き上げ部材を最適な上昇量に

容易に設定することができる。

【解決手段】ダイ２が貼り付けられたウェーハシート１

の下面を吸着保持する吸着体１０の内側には突き上げ手

段２０が配設されている。突き上げ手段２０は、外側か

ら内側へ順次配設された３個の突き上げ部材２１、２２

、２３からなり、突き上げ部材２３は上下駆動手段で上

下駆動される連結上下動軸３０に連結され、連結上下動

軸３０が上昇することにより、外側の突き上げ部材２１

から順次内側の突き上げ部材２２、２３が上昇する。突

き上げ部材２１には、吸着体１０に接触して上昇が停止

させられるストッパ２４が上下位置調整可能に設けられ

、突き上げ部材２２には、突き上げ部材２１に接触して

上昇が停止させられるナット２７よりなるストッパが上

下位置調整可能に設けられている。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ダ イ が 整 列 し て 貼 り 付 け ら れ た ウ ェ ー ハ シ ー ト の 下 面 を 吸 着 保 持 す る 吸 着 体 と 、 こ の 吸
着 体 の 内 側 に 配 設 さ れ た 突 き 上 げ 手 段 と 、 こ の 突 き 上 げ 手 段 を 上 下 駆 動 さ せ る 上 下 駆 動 手
段 と を 備 え 、 前 記 突 き 上 げ 手 段 は 、 外 側 か ら 内 側 へ 順 次 配 設 さ れ た 複 数 の 環 状 の 突 き 上 げ
部 材 を 有 し 、 前 記 最 内 側 の 突 き 上 げ 部 材 は 、 前 記 上 下 駆 動 手 段 で 上 下 駆 動 さ れ る 駆 動 上 下
動 軸 に 連 結 さ れ 、 前 記 駆 動 上 下 動 軸 が 上 昇 す る こ と に よ り 、 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 よ り 内 側
の 突 き 上 げ 部 材 が 順 次 更 に 上 昇 し 、 こ の 上 昇 時 に は 、 上 昇 す る 突 き 上 げ 部 材 よ り 内 側 の 突
き 上 げ 部 材 は 同 時 に 上 昇 し 、 ウ ェ ー ハ シ ー ト を ダ イ の 外 周 側 か ら 内 側 に 徐 々 に 剥 離 さ せ る
ダ イ ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 に お い て 、
前 記 最 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 に は 、 前 記 吸 着 体 に 接 触 し て 上 昇 が 停 止 さ せ ら れ る ス ト ッ パ が
上 下 位 置 調 整 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 最 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 及 び 前 記 最 内 側 の 突 き 上 げ 部 材
以 外 の 突 き 上 げ 部 材 に は 、 当 該 突 き 上 げ 部 材 の 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 に 接 触 し て 上 昇 が 停 止
さ せ ら れ る ス ト ッ パ が そ れ ぞ れ 上 下 位 置 調 整 可 能 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る ダ イ
ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ダ イ が 整 列 し て 貼 り 付 け ら れ た ウ ェ ー ハ シ ー ト の 下 面 を 吸 着 保 持 す る 吸 着 体 と 、 こ の 吸
着 体 の 内 側 に 配 設 さ れ た 突 き 上 げ 手 段 と 、 こ の 突 き 上 げ 手 段 を 上 下 駆 動 さ せ る 上 下 駆 動 手
段 と を 備 え 、 前 記 突 き 上 げ 手 段 は 、 外 側 か ら 内 側 へ 順 次 配 設 さ れ た ３ 個 の 環 状 の １ 段 目 、
２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 を 有 し 、 前 記 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 は 、 前 記 上 下 駆 動 手 段 で 上
下 駆 動 さ れ る 駆 動 上 下 動 軸 に 連 結 さ れ 、 前 記 駆 動 上 下 動 軸 が 上 昇 す る こ と に よ り 、 最 初 に
３ 個 の 突 き 上 げ 部 材 が 同 時 に 上 昇 し 、 次 に ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 と ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 と が
更 に 上 昇 し 、 最 後 に ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 が 更 に 上 昇 し 、 ウ ェ ー ハ シ ー ト を ダ イ の 外 周 側 か
ら 内 側 に 徐 々 に 剥 離 さ せ る ダ イ ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 に お い て 、
　 前 記 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 は 、 縦 断 面 が 凹 部 形 状 に 形 成 さ れ 、 外 周 に は 前 記 吸 着 体 に 接 触
し て 上 昇 が 停 止 さ せ ら れ る １ 段 目 ス ト ッ パ が 上 下 位 置 調 整 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 ２ 段 目 突
き 上 げ 部 材 は 、 縦 断 面 が 凹 部 形 状 に 形 成 さ れ て 前 記 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 の 凹 部 内 に 配 設 さ
れ 、 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 の 凹 部 の 底 面 と 一 定 の 空 間 を 保 つ よ う に 連 動 ス ト ッ パ が 設 け ら れ
、 更 に 前 記 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 の 凹 部 底 面 部 を 貫 通 し て ス ト ッ パ 軸 が 設 け ら れ 、 こ の ス ト
ッ パ 軸 に は 、 前 記 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 に 接 触 し て 上 昇 が 停 止 さ せ ら れ る ２ 段 目 ス ト ッ パ が
上 下 位 置 調 整 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 に は 、 前 記 ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 及
び １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 を 貫 通 し て 下 方 に 伸 び 、 前 記 駆 動 上 下 動 軸 に 連 結 さ れ た 連 結 上 下 動
軸 が 固 定 さ れ 、 前 記 連 結 上 下 動 軸 に は 、 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 を 上 方 に 付 勢 す る １ 段 目 保 持
用 圧 縮 ば ね が １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 の 下 面 側 に 配 設 さ れ 、 ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 を 上 方 に 付 勢
す る ２ 段 目 保 持 用 圧 縮 ば ね が １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 と ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 の 空 間 部 に 配 設 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る ダ イ ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ダ イ が 整 列 し て 貼 り 付 け ら れ た ウ ェ ー ハ シ ー ト の 下 面 を 吸 着 保 持 す る 吸 着 体 と 、 こ の 吸
着 体 の 内 側 に 配 設 さ れ た 突 き 上 げ 手 段 と 、 こ の 突 き 上 げ 手 段 を 上 下 駆 動 さ せ る 上 下 駆 動 手
段 と を 備 え 、 前 記 突 き 上 げ 手 段 は 、 外 側 か ら 内 側 へ 順 次 配 設 さ れ た ３ 個 の 環 状 の １ 段 目 、
２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 を 有 し 、 前 記 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 は 、 前 記 上 下 駆 動 手 段 で 上
下 駆 動 さ れ る 駆 動 上 下 動 軸 に 連 結 さ れ 、 前 記 駆 動 上 下 動 軸 が 上 昇 す る こ と に よ り 、 最 初 に
３ 個 の 突 き 上 げ 部 材 が 同 時 に 上 昇 し 、 次 に ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 と ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 と が
更 に 上 昇 し 、 最 後 に ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 が 更 に 上 昇 し 、 ウ ェ ー ハ シ ー ト を ダ イ の 外 周 側 か
ら 内 側 に 徐 々 に 剥 離 さ せ る ダ イ ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 に お い て 、
　 前 記 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 は 、 縦 断 面 が 凹 部 形 状 に 形 成 さ れ 、 外 周 に は 前 記 吸 着 体 に 接 触
し て 上 昇 が 停 止 さ せ ら れ る １ 段 目 ス ト ッ パ が 上 下 位 置 調 整 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 ２ 段 目 突
き 上 げ 部 材 は 、 前 記 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 の 凹 部 内 に 形 成 さ れ た 段 部 に 載 置 さ れ 、 か つ 該 １
段 目 突 き 上 げ 部 材 に 上 下 動 可 能 に 配 置 さ れ 、 こ の ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 に は 、 １ 段 目 突 き 上
げ 部 材 を 貫 通 し て ス ト ッ パ 受 け 軸 が 固 定 さ れ 、 ス ト ッ パ 受 け 軸 に は 、 リ ン グ 状 の ２ 段 目 ス
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ト ッ パ 受 け 板 が 固 定 さ れ 、 こ の ス ト ッ パ 受 け 板 に 対 応 し て 前 記 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 に は ２
段 目 ス ト ッ パ が 上 下 位 置 調 整 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 ス ト ッ パ 受 け 軸 に は 、 該 ス ト ッ パ 受 け
軸 の 下 端 部 で 支 持 さ れ た １ 段 目 圧 縮 ば ね 保 持 ブ ロ ッ ク が 上 下 動 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 ３ 段
目 突 き 上 げ 部 材 に は 、 前 記 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 を 貫 通 し て 下 方 に 伸 び 、 前 記 駆 動 上 下 動 軸
に 連 結 さ れ た 連 結 上 下 動 軸 が 固 定 さ れ 、 前 記 連 結 上 下 動 軸 に は 、 ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 の 底
面 上 の 部 分 に 位 置 決 め 駒 が 固 定 さ れ 、 前 記 １ 段 目 圧 縮 ば ね 保 持 ブ ロ ッ ク と 前 記 １ 段 目 突 き
上 げ 部 材 間 に は １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 を 上 方 に 付 勢 す る １ 段 目 保 持 用 圧 縮 ば ね が 配 設 さ れ 、
前 記 位 置 決 め 駒 と 前 記 ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 間 に は ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 を 上 方 に 付 勢 す る ２
段 目 保 持 用 圧 縮 ば ね が 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ダ イ ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
  本 発 明 は 、 ダ イ ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 に 係 り 、 特 に ウ ェ ー ハ シ ー ト に 整 列 し て 貼 り 付 け ら れ
た ダ イ を ウ ェ ー ハ シ ー ト か ら 個 々 に ピ ッ ク ア ッ プ す る ダ イ ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
  ウ ェ ー ハ シ ー ト を ダ イ の 外 周 側 か ら 徐 々 に 剥 離 さ せ る ダ イ ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 と し て 、 例
え ば 特 許 文 献 １ 及 び ２ 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ３ ３ ３ ９ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ １ ７ ０ １ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
  特 許 文 献 １ の 突 き 上 げ 手 段 は 、 外 側 か ら 内 側 へ 順 次 に 配 置 さ れ た 複 数 の 環 状 の 突 き 上 げ
部 材 を 有 し て い る 。 複 数 の 突 き 上 げ 部 材 は そ れ ぞ れ 肩 部 を 持 つ 段 付 き 形 状 に 形 成 さ れ て お
り 、 そ の 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 に よ っ て 支 持 さ れ て い る 。 複 数 の 突 き 上 げ 部 材 は 該 複 数 の 突
き 上 げ 部 材 に 対 応 し て カ ム 部 を 有 す る カ ム に よ っ て 上 下 動 さ せ ら れ る 。 即 ち 、 外 側 の カ ム
部 か ら 順 次 内 側 の カ ム 部 に よ っ て 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 か ら 順 次 内 側 の 突 き 上 げ 部 材 が 上 昇
す る 。 こ れ に よ り 、 ウ ェ ー ハ シ ー ト は ダ イ の 外 周 側 か ら 徐 々 に 剥 離 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
  特 許 文 献 ２ の 突 き 上 げ 手 段 は 、 吸 着 体 （ 吸 着 駒 ） の 外 側 か ら 内 側 へ 順 次 に 配 置 さ れ た ３
個 の 環 状 の 突 き 上 げ 部 材 を 有 し て い る 。 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 と 中 間 の 突 き 上 げ 部 材 と の 間
に は 第 １ の 圧 縮 コ イ ル ば ね が 配 設 さ れ 、 中 間 の 突 き 上 げ 部 材 と 内 側 の 突 き 上 げ 部 材 と の 間
に は 第 １ の 圧 縮 コ イ ル ば ね よ り も ば ね 定 数 の 大 き い 第 ２ の 圧 縮 コ イ ル ば ね が 配 設 さ れ て お
り 、 内 側 の 突 き 上 げ 部 材 は 上 下 動 軸 と 連 動 し て 上 下 動 す る よ う に な っ て い る 。 こ こ で 、 外
側 の 突 き 上 げ 部 材 は 、 該 突 き 上 げ 部 材 の 一 部 が 吸 着 体 に 接 触 す る こ と に よ っ て 上 昇 が 停 止
し 、 中 間 の 突 き 上 げ 部 材 は 、 該 突 き 上 げ 部 材 の 一 部 が 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 に 接 触 す る こ と
に よ っ て 上 昇 が 停 止 し 、 内 側 の 突 き 上 げ 部 材 は 、 上 下 動 軸 の 上 昇 に よ っ て コ ン ト ロ ー ル さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
  そ こ で 、 上 下 動 軸 が 上 昇 し て 内 側 の 突 き 上 げ 部 材 を 押 し 上 げ る と 、 内 側 の 突 き 上 げ 部 材
と 中 間 の 突 き 上 げ 部 材 と の 間 の 第 ２ の 圧 縮 コ イ ル ば ね の ば ね 力 に よ っ て 中 間 の 突 き 上 げ 部
材 が 押 し 上 げ ら れ 、 更 に 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 と 中 間 の 突 き 上 げ 部 材 と の 間 の 第 １ の 圧 縮 コ
イ ル ば ね の ば ね 力 に よ っ て 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 が 押 し 上 げ ら れ る の で 、 ３ 個 の 突 き 上 げ 部
材 が 同 時 に 押 し 上 げ ら れ る 。 そ し て 、 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 の 一 部 が 吸 着 体 の 上 方 内 面 と 接
触 す る こ と に よ っ て ３ 個 の 突 き 上 げ 部 材 の 上 昇 が 停 止 す る 。 更 に 上 下 動 軸 が 上 昇 す る と 、
中 間 の 突 き 上 げ 部 材 と 内 側 の 突 き 上 げ 部 材 の 間 の 第 ２ の 圧 縮 コ イ ル ば ね に よ り 、 中 間 の 突
き 上 げ 部 材 の 一 部 が 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 と 接 触 し て 中 間 の 及 び 内 側 の 突 き 上 げ 部 材 の 上 昇
が 停 止 す る 。 こ の 場 合 、 第 １ の 圧 縮 コ イ ル ば ね の ば ね 力 は 第 ２ の 圧 縮 コ イ ル ば ね の ば ね 力
よ り も 小 さ い の で 、 中 間 の 突 き 上 げ 部 材 が 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 の 上 方 内 面 に 接 触 す る ま で
上 昇 で き る 。 更 に 上 下 動 軸 が 上 昇 す る と 、 内 側 の 突 き 上 げ 部 材 の み が 上 昇 す る 。 こ れ に よ
り 、 ウ ェ ー ハ シ ー ト は ダ イ の 外 周 側 か ら 徐 々 に 剥 離 さ れ る 。
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
  特 許 文 献 １ は 、 複 数 の 突 き 上 げ 部 材 に 対 応 し た カ ム 部 を 有 す る カ ム に よ っ て 複 数 の 突 き
上 げ 部 材 の 上 昇 量 が 決 め ら れ る 。 こ の た め 、 ダ イ の サ イ ズ 変 更 や ウ ェ ー ハ シ ー ト の 変 更 又
は 経 時 変 化 に 対 し て は 、 そ れ に 対 応 し た カ ム に 交 換 し な け れ ば な ら な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 ２ は 、 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 の 一 部 が 吸 着 体 に 接 触 す る こ と に よ っ て 、 ま た 中 間
の 突 き 上 げ 部 材 の 一 部 が 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 に 接 触 す る こ と に よ っ て 外 側 の 突 き 上 げ 部 材
及 び 中 間 の 突 き 上 げ 部 材 の 上 昇 が 停 止 す る 。 こ の よ う に 、 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 の 上 昇 量 は
、 吸 着 体 と 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 の 隙 間 に よ り 決 ま り 、 中 間 の 突 き 上 げ 部 材 の 上 昇 量 は 、 外
側 の 突 き 上 げ 部 材 と 中 間 の 突 き 上 げ 部 材 の 隙 間 に よ っ て 決 ま る 。 こ の た め 、 ダ イ の サ イ ズ
変 更 や ウ ェ ー ハ シ ー ト の 変 更 又 は 経 時 変 化 に 対 し て 複 数 の 突 き 上 げ 部 材 を 最 適 な 上 昇 量 に
設 定 す る こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
  本 発 明 の 課 題 は 、 ダ イ の サ イ ズ 変 更 や ウ ェ ー ハ シ ー ト の 変 更 又 は 経 時 変 化 に 対 し て 複 数
の 突 き 上 げ 部 材 を 最 適 な 上 昇 量 に 容 易 に 設 定 す る こ と が で き る ダ イ ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 を 提
供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
  上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 請 求 項 １ は 、 ダ イ が 整 列 し て 貼 り 付 け ら れ た ウ ェ ー
ハ シ ー ト の 下 面 を 吸 着 保 持 す る 吸 着 体 と 、 こ の 吸 着 体 の 内 側 に 配 設 さ れ た 突 き 上 げ 手 段 と
、 こ の 突 き 上 げ 手 段 を 上 下 駆 動 さ せ る 上 下 駆 動 手 段 と を 備 え 、 前 記 突 き 上 げ 手 段 は 、 外 側
か ら 内 側 へ 順 次 配 設 さ れ た 複 数 の 環 状 の 突 き 上 げ 部 材 を 有 し 、 前 記 最 内 側 の 突 き 上 げ 部 材
は 、 　 前 記 上 下 駆 動 手 段 で 上 下 駆 動 さ れ る 駆 動 上 下 動 軸 に 連 結 さ れ 、 前 記 駆 動 上 下 動 軸 が
上 昇 す る こ と に よ り 、 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 よ り 内 側 の 突 き 上 げ 部 材 が 順 次 更 に 上 昇 し 、 こ
の 上 昇 時 に は 、 上 昇 す る 突 き 上 げ 部 材 よ り 内 側 の 突 き 上 げ 部 材 は 同 時 に 上 昇 し 、 ウ ェ ー ハ
シ ー ト を ダ イ の 外 周 側 か ら 内 側 に 徐 々 に 剥 離 さ せ る ダ イ ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 に お い て 、
前 記 最 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 に は 、 前 記 吸 着 体 に 接 触 し て 上 昇 が 停 止 さ せ ら れ る ス ト ッ パ が
上 下 位 置 調 整 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 最 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 及 び 前 記 最 内 側 の 突 き 上 げ 部 材
以 外 の 突 き 上 げ 部 材 に は 、 当 該 突 き 上 げ 部 材 の 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 に 接 触 し て 上 昇 が 停 止
さ せ ら れ る ス ト ッ パ が そ れ ぞ れ 上 下 位 置 調 整 可 能 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
  上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 請 求 項 ２ は 、 ダ イ が 整 列 し て 貼 り 付 け ら れ た ウ ェ ー
ハ シ ー ト の 下 面 を 吸 着 保 持 す る 吸 着 体 と 、 こ の 吸 着 体 の 内 側 に 配 設 さ れ た 突 き 上 げ 手 段 と
、 こ の 突 き 上 げ 手 段 を 上 下 駆 動 さ せ る 上 下 駆 動 手 段 と を 備 え 、 前 記 突 き 上 げ 手 段 は 、 外 側
か ら 内 側 へ 順 次 配 設 さ れ た ３ 個 の 環 状 の １ 段 目 、 ２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 を 有 し 、 前
記 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 は 、 前 記 上 下 駆 動 手 段 で 上 下 駆 動 さ れ る 駆 動 上 下 動 軸 に 連 結 さ れ 、
前 記 駆 動 上 下 動 軸 が 上 昇 す る こ と に よ り 、 最 初 に ３ 個 の 突 き 上 げ 部 材 が 同 時 に 上 昇 し 、 次
に ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 と ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 と が 更 に 上 昇 し 、 最 後 に ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材
が 更 に 上 昇 し 、 ウ ェ ー ハ シ ー ト を ダ イ の 外 周 側 か ら 内 側 に 徐 々 に 剥 離 さ せ る ダ イ ピ ッ ク ア
ッ プ 装 置 に お い て 、
　 前 記 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 は 、 縦 断 面 が 凹 部 形 状 に 形 成 さ れ 、 外 周 に は 前 記 吸 着 体 に 接 触
し て 上 昇 が 停 止 さ せ ら れ る １ 段 目 ス ト ッ パ が 上 下 位 置 調 整 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 ２ 段 目 突
き 上 げ 部 材 は 、 縦 断 面 が 凹 部 形 状 に 形 成 さ れ て 前 記 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 の 凹 部 内 に 配 設 さ
れ 、 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 の 凹 部 の 底 面 と 一 定 の 空 間 を 保 つ よ う に 連 動 ス ト ッ パ が 設 け ら れ
、 更 に 前 記 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 の 凹 部 底 面 部 を 貫 通 し て ス ト ッ パ 軸 が 設 け ら れ 、 こ の ス ト
ッ パ 軸 に は 、 前 記 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 に 接 触 し て 上 昇 が 停 止 さ せ ら れ る ２ 段 目 ス ト ッ パ が
上 下 位 置 調 整 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 に は 、 前 記 ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 及
び １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 を 貫 通 し て 下 方 に 伸 び 、 前 記 駆 動 上 下 動 軸 に 連 結 さ れ た 連 結 上 下 動
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軸 が 固 定 さ れ 、 前 記 連 結 上 下 動 軸 に は 、 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 を 上 方 に 付 勢 す る １ 段 目 保 持
用 圧 縮 ば ね が １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 の 下 面 側 に 配 設 さ れ 、 ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 を 上 方 に 付 勢
す る ２ 段 目 保 持 用 圧 縮 ば ね が １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 と ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 の 空 間 部 に 配 設 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
  上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 請 求 項 ３ は 、 ダ イ が 整 列 し て 貼 り 付 け ら れ た ウ ェ ー
ハ シ ー ト の 下 面 を 吸 着 保 持 す る 吸 着 体 と 、 こ の 吸 着 体 の 内 側 に 配 設 さ れ た 突 き 上 げ 手 段 と
、 こ の 突 き 上 げ 手 段 を 上 下 駆 動 さ せ る 上 下 駆 動 手 段 と を 備 え 、 前 記 突 き 上 げ 手 段 は 、 外 側
か ら 内 側 へ 順 次 配 設 さ れ た ３ 個 の 環 状 の １ 段 目 、 ２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 を 有 し 、 前
記 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 は 、 前 記 上 下 駆 動 手 段 で 上 下 駆 動 さ れ る 駆 動 上 下 動 軸 に 連 結 さ れ 、
前 記 駆 動 上 下 動 軸 が 上 昇 す る こ と に よ り 、 最 初 に ３ 個 の 突 き 上 げ 部 材 が 同 時 に 上 昇 し 、 次
に ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 と ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 と が 更 に 上 昇 し 、 最 後 に ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材
が 更 に 上 昇 し 、 ウ ェ ー ハ シ ー ト を ダ イ の 外 周 側 か ら 内 側 に 徐 々 に 剥 離 さ せ る ダ イ ピ ッ ク ア
ッ プ 装 置 に お い て 、
　 前 記 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 は 、 縦 断 面 が 凹 部 形 状 に 形 成 さ れ 、 外 周 に は 前 記 吸 着 体 に 接 触
し て 上 昇 が 停 止 さ せ ら れ る １ 段 目 ス ト ッ パ が 上 下 位 置 調 整 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 ２ 段 目 突
き 上 げ 部 材 は 、 前 記 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 の 凹 部 内 に 形 成 さ れ た 段 部 に 載 置 さ れ 、 か つ 該 １
段 目 突 き 上 げ 部 材 に 上 下 動 可 能 に 配 置 さ れ 、 こ の ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 に は 、 １ 段 目 突 き 上
げ 部 材 を 貫 通 し て ス ト ッ パ 受 け 軸 が 固 定 さ れ 、 ス ト ッ パ 受 け 軸 に は 、 リ ン グ 状 の ２ 段 目 ス
ト ッ パ 受 け 板 が 固 定 さ れ 、 こ の ス ト ッ パ 受 け 板 に 対 応 し て 前 記 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 に は ２
段 目 ス ト ッ パ が 上 下 位 置 調 整 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 ス ト ッ パ 受 け 軸 に は 、 該 ス ト ッ パ 受 け
軸 の 下 端 部 で 支 持 さ れ た １ 段 目 圧 縮 ば ね 保 持 ブ ロ ッ ク が 上 下 動 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 ３ 段
目 突 き 上 げ 部 材 に は 、 前 記 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 を 貫 通 し て 下 方 に 伸 び 、 前 記 駆 動 上 下 動 軸
に 連 結 さ れ た 連 結 上 下 動 軸 が 固 定 さ れ 、 前 記 連 結 上 下 動 軸 に は 、 ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 の 底
面 上 の 部 分 に 位 置 決 め 駒 が 固 定 さ れ 、 前 記 １ 段 目 圧 縮 ば ね 保 持 ブ ロ ッ ク と 前 記 １ 段 目 突 き
上 げ 部 材 間 に は １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 を 上 方 に 付 勢 す る １ 段 目 保 持 用 圧 縮 ば ね が 配 設 さ れ 、
前 記 位 置 決 め 駒 と 前 記 ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 間 に は ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 を 上 方 に 付 勢 す る ２
段 目 保 持 用 圧 縮 ば ね が 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
  最 内 側 の 突 き 上 げ 部 材 を 除 い て 、 最 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 に は 、 吸 着 体 に 接 触 し て 上 昇 が
停 止 さ せ ら れ る ス ト ッ パ が 上 下 位 置 調 整 可 能 に 設 け ら れ 、 そ の 他 の 突 き 上 げ 部 材 に は 、 当
該 突 き 上 げ 部 材 の 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 に 接 触 し て 上 昇 が 停 止 さ せ ら れ る ス ト ッ パ が そ れ ぞ
れ 上 下 位 置 調 整 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 そ こ で 、 そ れ ぞ れ の ス ト ッ パ を 上 下 動 さ せ る こ と
に よ り そ れ ぞ れ の 突 き 上 げ 部 材 の 上 昇 量 を 調 整 で き る 。 従 っ て 、 ダ イ の サ イ ズ 変 更 や ウ ェ
ー ハ シ ー ト の 変 更 又 は 経 時 変 化 に 対 し て 、 各 突 き 上 げ 部 材 の 上 昇 量 を そ れ ぞ れ 最 適 な 状 態
に 調 整 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
  本 発 明 の ダ イ ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 の 一 実 施 の 形 態 を 図 １ に よ り 説 明 す る 。 ウ ェ ー ハ シ ー ト
１ に は ダ イ ２ が 整 列 し て 貼 り 付 け ら れ て い る 。 ウ ェ ー ハ シ ー ト １ の 下 面 側 に 該 ウ ェ ー ハ シ
ー ト １ を 吸 着 保 持 す る 吸 着 体 １ ０ が 配 設 さ れ 、 吸 着 体 １ ０ の 内 側 に は 突 き 上 げ 手 段 ２ ０ が
配 設 さ れ て い る 。 吸 着 体 １ ０ の 下 方 に は 突 き 上 げ 手 段 ２ ０ を 上 下 駆 動 す る 上 下 駆 動 手 段 ４
０ が 配 設 さ れ て い る 。 ダ イ ２ の 上 方 に は 、 該 ダ イ ２ を 吸 着 し て 移 送 す る 吸 着 ヘ ッ ド ６ ０ が
配 設 さ れ て お り 、 吸 着 ヘ ッ ド ６ ０ に は 吸 引 穴 ６ １ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
  ま ず 、 吸 着 体 １ ０ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 吸 着 体 １ ０ は 内 部 に 空 間 部 １ １ を 有 し 、 上
方 中 央 に 環 状 の 突 き 上 げ 部 材 開 口 穴 １ ２ が 形 成 さ れ 、 更 に 突 き 上 げ 部 材 開 口 穴 １ ２ の 外 側
に 複 数 個 の シ ー ト 吸 引 穴 １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 吸 着 体 １ ０ の 上 面 に は 環 状 溝 １ ４ が
形 成 さ れ 、 こ の 環 状 溝 １ ４ が シ ー ト 吸 引 穴 １ ３ に 連 通 す る よ う に 連 通 溝 １ ５ が 形 成 さ れ て
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い る 。 こ れ ら 環 状 溝 １ ４ 及 び 連 通 溝 １ ５ に よ り ピ ッ ク ア ッ プ さ れ る ダ イ ２ の 外 側 の ウ ェ ー
ハ シ ー ト １ 部 分 を 吸 着 体 １ ０ に 確 実 に 吸 着 保 持 で き る よ う に な っ て い る 。 吸 着 体 １ ０ は 吸
着 体 支 持 ブ ロ ッ ク １ ６ に 固 定 さ れ て お り 、 吸 着 体 支 持 ブ ロ ッ ク １ ６ に は 、 外 部 と 空 間 部 １
１ が 連 通 す る よ う に 真 空 吸 引 穴 １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 真 空 吸 引 穴 １ ７ に は 、 図 示 し な い
パ イ プ の 一 端 が 接 続 さ れ 、 パ イ プ の 他 端 は 真 空 ポ ン プ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
  次 に 突 き 上 げ 手 段 ２ ０ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 突 き 上 げ 手 段 ２ ０ は 、 上 端 が 突 き 上 げ
部 材 開 口 穴 １ ２ か ら 露 出 す る よ う に 吸 着 体 １ ０ の 空 間 部 １ １ に 配 設 さ れ て お り 、 外 側 か ら
内 側 に 順 次 配 置 さ れ た １ 段 目 、 ２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ を 有 し て い
る 。 １ 段 目 、 ２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ の 表 面 及 び 断 面 は 正 方 形 の 形
状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
  １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ は 最 も 外 側 に 位 置 し 、 縦 断 面 が 凹 部 形 状 と な っ て お り 、 外 周 に
は １ 段 目 ス ト ッ パ ２ ４ が 螺 合 さ れ て い る 。 ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ は １ 段 目 突 き 上 げ 部 材
２ １ の 凹 部 内 に 配 設 さ れ 、 縦 断 面 が 凹 部 形 状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ の 下 面 に は 、 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ の 凹 部 の 底 面 と 一 定 の 空
間 を 保 つ よ う に 連 動 ス ト ッ パ ２ ５ が 設 け ら れ て お り 、 該 連 動 ス ト ッ パ ２ ５ が １ 段 目 突 き 上
げ 部 材 ２ １ の 凹 部 底 面 に 当 接 し た 状 態 に お い て は 、 ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ の 上 面 は １ 段
目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ の 上 面 と 同 一 平 面 と な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 ま た ２ 段 目 突 き 上 げ
部 材 ２ ２ の 下 面 に は 、 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ の 凹 部 底 面 部 を 貫 通 し て 回 転 止 め と ス ト ッ
パ 支 持 を 兼 ね た ス ト ッ パ 軸 ２ ６ が 固 定 さ れ て お り 、 ス ト ッ パ 軸 ２ ６ の 下 端 部 に は ２ 段 目 ス
ト ッ パ と な る ナ ッ ト ２ ７ が 螺 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ３ は ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ の 凹 部 内 に 配 設 さ れ て お り 、 ３ 段 目
突 き 上 げ 部 材 ２ ３ が ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ の 凹 部 底 面 に 当 接 し た 状 態 に お い て は 、 ３ 段
目 突 き 上 げ 部 材 ２ ３ の 上 面 は １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ 及 び ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ の 上 面
と 同 一 平 面 に な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ３ に は ２ 段 目 突 き 上 げ 部
材 ２ ２ 及 び １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ を 貫 通 し て 下 方 に 伸 び た 連 結 上 下 動 軸 ３ ０ が 固 定 さ れ
て お り 、 連 結 上 下 動 軸 ３ ０ は １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ 及 び ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ に 軸 受
３ １ 、 ３ ２ を 介 し て 回 転 自 在 に 支 承 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
  連 結 上 下 動 軸 ３ ０ に は 、 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ の 下 方 部 分 及 び １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２
１ と の 底 面 の 上 方 部 分 に そ れ ぞ れ ば ね 力 調 整 用 駒 ３ ３ 、 ３ ４ が 固 定 さ れ て い る 。 ま た 連 結
上 下 動 軸 ３ ０ に は 、 ば ね 力 調 整 用 駒 ３ ３ と １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ 間 及 び ば ね 力 調 整 用 駒
３ ４ と ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ 間 に そ れ ぞ れ １ 段 目 保 持 用 圧 縮 ば ね ３ ５ 、 ２ 段 目 保 持 用 圧
縮 ば ね ３ ６ が 配 設 さ れ て い る 。 な お 、 ば ね 力 調 整 用 駒 ３ ３ 、 ３ ４ は 連 結 上 下 動 軸 ３ ０ に 対
し て 上 下 動 可 能 に 嵌 挿 さ れ 、 図 示 し な い ね じ で 連 結 上 下 動 軸 ３ ０ に 固 定 さ れ る よ う に な っ
て い る 。 即 ち 、 ば ね 力 調 整 用 駒 ３ ３ 、 ３ ４ を 上 下 動 さ せ て 連 結 上 下 動 軸 ３ ０ に 固 定 す る こ
と に よ り １ 段 目 保 持 用 圧 縮 ば ね ３ ５ 、 ２ 段 目 保 持 用 圧 縮 ば ね ３ ６ の ば ね 力 を 調 整 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
  次 に １ 段 目 、 ２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ の 上 昇 量 の 調 整 に つ い て 説
明 す る 。 １ 段 目 ス ト ッ パ ２ ４ は １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ に 螺 合 さ れ て い る の で 、 １ 段 目 ス
ト ッ パ ２ ４ を 上 下 動 さ せ る こ と に よ り 吸 着 体 １ ０ の 上 端 部 下 面 と １ 段 目 ス ト ッ パ ２ ４ と の
間 隔 Ｈ １ を 調 整 す る こ と が で き る 。 こ の 間 隔 Ｈ １ が １ 段 目 、 ２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材
２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ の 上 昇 す る １ 段 目 上 昇 量 と な る 。 ２ 段 目 ス ト ッ パ と な る ナ ッ ト ２ ７ は ス
ト ッ パ 軸 ２ ６ に 螺 合 さ れ て い る の で 、 ナ ッ ト ２ ７ を 上 下 動 さ せ る こ と に よ り １ 段 目 突 き 上
げ 部 材 ２ １ と ナ ッ ト ２ ７ と の 間 隔 Ｈ ２ を 調 整 す る こ と が で き る 。 こ の 間 隔 Ｈ ２ が １ 段 目 突
き 上 げ 部 材 ２ １ が 上 昇 し た 後 に ２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ 、 ２ ３ が 更 に 上 昇 す る ２
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段 目 上 昇 量 と な る 。 ２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ 、 ２ ３ が ２ 段 目 上 昇 し た 後 、 連 結 上
下 動 軸 ３ ０ を 更 に 上 昇 さ せ る 上 昇 量 が ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ３ の ３ 段 目 上 昇 量 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
  最 後 に 上 下 駆 動 手 段 ４ ０ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 吸 着 体 支 持 ブ ロ ッ ク １ ６ に は 、 連 結
上 下 動 軸 ３ ０ の 真 下 の 部 分 に 駆 動 上 下 動 軸 ４ １ が 軸 受 ４ ２ を 介 し て 回 転 自 在 に 支 承 さ れ て
い る 。 駆 動 上 下 動 軸 ４ １ の 上 端 は 連 結 上 下 動 軸 ３ ０ に 連 結 駒 ４ ３ で 連 結 さ れ て い る 。 駆 動
上 下 動 軸 ４ １ の 下 端 に は 受 け 板 ４ ４ が 固 定 さ れ て い る 。 受 け 板 ４ ４ は ロ ー ラ ４ ５ に 当 接 し
て お り 、 ロ ー ラ ４ ５ は ロ ー ラ 軸 ４ ６ に 回 転 自 在 に 支 承 さ れ て い る 。 ロ ー ラ 軸 ４ ６ は レ バ ー
４ ７ の 一 端 側 に 固 定 さ れ て お り 、 レ バ ー ４ ７ の 他 端 側 は 回 転 軸 ４ ８ に 固 定 さ れ て い る 。 回
転 軸 ４ ８ は 図 示 し な い モ ー タ の モ ー タ 軸 に 連 結 さ れ て い る 。 受 け 板 ４ ４ に は ば ね 掛 け ４ ９
が 固 定 さ れ て お り 、 受 け 板 ４ ４ が ロ ー ラ ４ ５ に 圧 接 す る よ う に ば ね ５ ０ が 掛 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
  次 に 作 用 を 図 １ 及 び 図 ２ に よ り 説 明 す る 。 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ウ ェ ー ハ シ ー ト １
が 吸 着 体 １ ０ 上 に 置 か れ る 。 こ の 時 、 真 空 吸 引 穴 １ ７ に 接 続 さ れ て い る 真 空 ポ ン プ を 作 動
さ せ る 。 こ れ に よ り 、 シ ー ト 吸 引 穴 １ ３ を 通 し て 吸 引 さ れ る 環 状 溝 １ ４ 及 び 連 通 溝 １ ５ に
よ り ウ ェ ー ハ シ ー ト １ は 吸 着 体 １ ０ に 吸 引 固 定 さ れ る 。 次 に 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ ） に 示
す よ う に レ バ ー ４ ７ が 回 転 軸 ４ ８ を 中 心 と し て 矢 印 方 向 に 回 転 さ せ ら れ る 。 こ れ に よ り 、
ロ ー ラ ４ ５ が 受 け 板 ４ ４ を 持 ち 上 げ 、 駆 動 上 下 動 軸 ４ １ 及 び 連 結 上 下 動 軸 ３ ０ を 上 昇 さ せ
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
  図 １ の 状 態 よ り 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 レ バ ー ４ ７ が 回 転 し て 連 結 上 下 動 軸 ３ ０ が 上
昇 す る と 、 １ 段 目 保 持 用 圧 縮 ば ね ３ ５ の ば ね 力 に よ り １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ が 上 昇 さ せ
ら れ る 。 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ と 共 に １ 段 目 ス ト ッ パ ２ ４ が 図 １ に 示 す １ 段 目 上 昇 量 Ｈ
１ だ け 上 昇 し 、 １ 段 目 ス ト ッ パ ２ ４ が 吸 着 体 １ ０ の 上 端 部 下 面 に 当 接 し 、 １ 段 目 突 き 上 げ
部 材 ２ １ の 上 昇 は 停 止 す る 。 こ こ で 、 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ が 上 昇 す る と 、 連 動 ス ト ッ
パ ２ ５ を 介 し て ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ も １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ と 共 に 上 昇 す る 。 ま た
３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ３ も ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ と 共 に 上 昇 す る 。 即 ち 、 図 ２ （ ａ ） に
示 す よ う に 、 １ 段 目 、 ２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ は １ 段 目 上 昇 量 Ｈ １
だ け 上 昇 す る 。 こ れ に よ り 、 ピ ッ ク ア ッ プ し よ う と す る ダ イ ２ は 、 外 周 側 の 端 部 が ウ ェ ー
ハ シ ー ト １ か ら 剥 離 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
  図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に レ バ ー ４ ７ が 更 に 回 転 す る と 、 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ は １ 段
目 ス ト ッ パ ２ ４ が 吸 着 体 １ ０ に 当 接 し て い る の で 上 昇 で き な い が 、 ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２
２ は ２ 段 目 保 持 用 圧 縮 ば ね ３ ６ の ば ね 力 に よ り ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ３ と 共 に ナ ッ ト ２ ７
が １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ に 当 接 す る ま で 上 昇 す る 。 即 ち 、 ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ 及 び
３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ３ は ２ 段 目 上 昇 量 Ｈ ２ だ け 上 昇 す る 。 こ れ に よ り 、 ダ イ ２ は １ 段 目
突 き 上 げ 部 材 ２ １ の 上 面 に 対 応 す る 部 分 が ウ ェ ー ハ シ ー ト １ か ら 更 に 剥 離 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
  図 ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に レ バ ー ４ ７ が 更 に 回 転 す る と 、 ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ は ナ ッ
ト ２ ７ が １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ に 当 接 し て い る の で 上 昇 で き な く 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材
２ ３ の み が 連 結 上 下 動 軸 ３ ０ の 上 昇 量 だ け 上 昇 す る 。 即 ち 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ３ は ３
段 目 上 昇 量 Ｈ ３ だ け 上 昇 す る 。 こ れ に よ り 、 ダ イ ２ は ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ の 上 面 に 対
応 す る 部 分 が ウ ェ ー ハ シ ー ト １ か ら 更 に 剥 離 す る 。 そ の 後 は 、 レ バ ー ４ ７ が 前 記 と 逆 方 向
に 回 転 し 、 １ 段 目 、 ２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ が 下 降 し て 突 き 上 げ 手
段 ２ ０ は 初 期 状 態 と な る 。 吸 着 ヘ ッ ド ６ ０ は ダ イ ２ を 吸 着 し て 所 定 位 置 に 移 送 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
  こ の よ う に 、 ウ ェ ー ハ シ ー ト １ は ダ イ ２ の 外 周 側 か ら 徐 々 に 剥 離 さ れ て い く た め 、 ダ イ
２ の 一 部 の み に 集 中 的 な 過 大 応 力 が 加 わ る こ と が な く 剥 離 を ス ム ー ズ に 行 う こ と が で き る
。 こ の 結 果 、 大 面 積 で 厚 さ の 薄 い ダ イ ２ で あ っ て も 割 れ る こ と な く ピ ッ ク ア ッ プ す る こ と
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が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
  特 に 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 １ 段 目 ス ト ッ パ ２ ４ を 上 下 動 さ せ る こ と に よ り １ 段 目 突
き 上 げ 部 材 ２ １ の １ 段 目 上 昇 量 Ｈ １ を 調 整 で き 、 ま た ナ ッ ト ２ ７ を 上 下 動 さ せ る こ と に よ
り ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ の ２ 段 目 上 昇 量 Ｈ ２ を 調 整 で き 、 更 に ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２
が ２ 段 目 上 昇 量 Ｈ ２ 上 昇 し た 後 に ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ３ を 上 昇 さ せ る 上 昇 量 を コ ン ト ロ
ー ル す る こ と に よ り ３ 段 目 上 昇 量 Ｈ ３ を 設 定 で き る 。 こ の よ う に 、 １ 段 目 、 ２ 段 目 、 ３ 段
目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ の 上 昇 量 Ｈ １ ， Ｈ ２ ， Ｈ ３ を そ れ ぞ れ 調 整 で き る の で 、
ダ イ ２ の サ イ ズ 変 更 や ウ ェ ー ハ シ ー ト １ の 変 更 又 は 経 時 変 化 に 対 し て 、 各 １ 段 目 、 ２ 段 目
、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ の 上 昇 量 Ｈ １ ， Ｈ ２ ， Ｈ ３ を そ れ ぞ れ 最 適 な 状 態
に 調 整 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
  本 発 明 の ダ イ ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 の 他 の 実 施 の 形 態 を 図 ３ に よ り 説 明 す る 。 な お 、 前 記 実
施 の 形 態 （ 図 １ 及 び 図 ２ ） と 同 じ 又 は 相 当 部 材 に は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。 本 実 施 の
形 態 は 前 記 実 施 の 形 態 と 突 き 上 げ 手 段 ２ ０ の 構 成 が 異 な る の み で あ る 。 即 ち 、 符 号 １ か ら
１ ７ 、 上 下 駆 動 手 段 ４ ０ 及 び 吸 着 ヘ ッ ド ６ ０ は 前 記 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る の で 、 そ の 構
成 の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
  そ こ で 、 突 き 上 げ 手 段 ２ ０ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 突 き 上 げ 手 段 ２ ０ は 、 前 記 実 施 の
形 態 と 同 様 に 、 上 端 が 突 き 上 げ 部 材 開 口 穴 １ ２ か ら 露 出 す る よ う に 吸 着 体 １ ０ の 空 間 部 １
１ に 配 設 さ れ て お り 、 外 側 か ら 内 側 に 順 次 配 置 さ れ た １ 段 目 、 ２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部
材 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ を 有 し て い る 。 １ 段 目 、 ２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２
３ の 表 面 及 び 断 面 は 正 方 形 の 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
  １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ は 最 も 外 側 に 位 置 し 、 縦 断 面 が 凹 部 形 状 と な っ て お り 、 外 周 に
は １ 段 目 ス ト ッ パ ２ ４ 及 び ２ 段 目 ス ト ッ パ ２ ７ が 螺 合 さ れ て い る 。 １ 段 目 ス ト ッ パ ２ ４ は
吸 着 体 １ ０ の 段 部 １ ０ ａ に 対 向 し て 設 け ら れ 、 ２ 段 目 ス ト ッ パ ２ ７ は １ 段 目 突 き 上 げ 部 材
２ １ の 下 端 側 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ は 、 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ の 凹 部 内 の 段 部 ２ １ ａ に 載 置 さ れ
、 か つ 該 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ に 上 下 動 可 能 に 配 設 さ れ て い る 。 ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２
２ が １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ の 段 部 ２ １ ａ に 当 接 し た 状 態 に お い て は 、 ２ 段 目 突 き 上 げ 部
材 ２ ２ の 上 面 は １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ の 上 面 と 同 一 平 面 と な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
ま た ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ に は 、 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ の 凹 底 面 部 を 貫 通 し て 回 転 止
め と ２ 段 目 ス ト ッ パ 受 け 軸 を 兼 ね た ス ト ッ パ 受 け 軸 ７ ０ が 固 定 さ れ て お り 、 ス ト ッ パ 受 け
軸 ７ ０ に は リ ン グ に 形 成 さ れ た ２ 段 目 ス ト ッ パ 受 け 板 ７ １ が 固 定 さ れ て い る 。 ま た ス ト ッ
パ 受 け 軸 ７ ０ の 下 方 部 に は １ 段 目 圧 縮 ば ね 保 持 板 ７ ２ が 上 下 動 可 能 に 嵌 挿 さ れ て お り 、 こ
の １ 段 目 圧 縮 ば ね 保 持 板 ７ ２ は ス ト ッ パ 受 け 軸 ７ ０ の 下 端 の つ ば 部 ７ ０ ａ で 支 持 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ３ は ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ に 上 下 動 可 能 に 配 設 さ れ て お り 、 ３
段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ３ に は 下 方 に 伸 び 連 結 駒 ４ ３ に 固 定 さ れ た 連 結 上 下 軸 ３ ０ が 固 定 さ れ
て い る 。 連 結 上 下 軸 ３ ０ は 、 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ の 底 部 を 貫 通 し 該 １ 段 目 突 き 上 げ 部
材 ２ １ に 上 下 動 可 能 で 、 ま た ２ 段 目 ス ト ッ パ 受 け 板 ７ １ の 中 空 部 に 遊 嵌 さ れ 、 前 記 １ 段 目
圧 縮 ば ね 保 持 板 ７ ２ が 固 定 さ れ て い る 。 連 結 上 下 軸 ３ ０ に は 、 ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ の
底 面 上 の 部 分 に 位 置 決 め 駒 ７ ３ が 固 定 さ れ 、 位 置 決 め 駒 ７ ３ が １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ の
凹 部 底 面 に 当 接 し た 状 態 に お い て は 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ３ の 上 面 は １ 段 目 突 き 上 げ 部
材 ２ １ 及 び ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ の 上 面 と 同 一 平 面 に な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 連 結
上 下 動 軸 ３ ０ に は 、 １ 段 目 圧 縮 ば ね 保 持 ブ ロ ッ ク ７ ２ と １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ の 底 面 間
及 び 位 置 決 め 駒 ７ ３ と ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ の 下 面 間 に そ れ ぞ れ １ 段 目 保 持 用 圧 縮 ば ね
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３ ５ 、 ２ 段 目 保 持 用 圧 縮 ば ね ３ ６ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
  次 に １ 段 目 、 ２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ の 上 昇 量 の 調 整 に つ い て 説
明 す る 。 １ 段 目 ス ト ッ パ ２ ４ は 吸 着 体 １ ０ の 段 部 １ ０ ａ に 対 応 し て １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２
１ に 螺 合 さ れ て い る の で 、 １ 段 目 ス ト ッ パ ２ ４ を 上 下 動 さ せ る こ と に よ り 吸 着 体 １ ０ の 段
部 １ ０ ａ と １ 段 目 ス ト ッ パ ２ ４ と の 間 隔 Ｈ １ を 調 整 す る こ と が で き る 。 こ の 間 隔 Ｈ １ が １
段 目 、 ２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ の 上 昇 す る １ 段 目 上 昇 量 と な る 。 ２
段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ に は ス ト ッ パ 受 け 軸 ７ ０ を 介 し て ２ 段 目 ス ト ッ パ 受 け 板 ７ １ が 固 定
さ れ て お り 、 ２ 段 目 ス ト ッ パ 受 け 板 ７ １ に 対 応 し て ２ 段 目 ス ト ッ パ ２ ７ が １ 段 目 突 き 上 げ
部 材 ２ １ に 螺 合 さ れ て い る 。 そ こ で 、 ２ 段 目 ス ト ッ パ ２ ７ を 上 下 動 さ せ る こ と に よ り ２ 段
目 ス ト ッ パ 受 け 板 ７ １ と ２ 段 目 ス ト ッ パ ２ ７ と の 間 隔 Ｈ ２ を 調 整 す る こ と が で き る 。 こ の
間 隔 Ｈ ２ が １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ が 上 昇 し た 後 に ２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ 、 ２
３ が 更 に 上 昇 す る ２ 段 目 上 昇 量 と な る 。 ２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ 、 ２ ３ が ２ 段 目
上 昇 し た 後 、 連 結 上 下 動 軸 ３ ０ を 更 に 上 昇 さ せ る 上 昇 量 が ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ３ の ３ 段
目 上 昇 量 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
  次 に 作 用 を 図 ３ 及 び 図 ４ に よ り 説 明 す る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 ウ ェ ー ハ シ ー ト １ が 吸 着
体 １ ０ 上 に 置 か れ る 。 こ の 時 、 真 空 吸 引 穴 １ ７ に 接 続 さ れ て い る 真 空 ポ ン プ を 作 動 さ せ る
。 こ れ に よ り 、 シ ー ト 吸 引 穴 １ ３ を 通 し て 吸 引 さ れ る 環 状 溝 １ ４ 及 び 連 通 溝 １ ５ に よ り ウ
ェ ー ハ シ ー ト １ は 吸 着 体 １ ０ に 吸 引 固 定 さ れ る 。 次 に 図 ４ （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ ） に 示 す よ う
に レ バ ー ４ ７ が 回 転 軸 ４ ８ を 中 心 と し て 矢 印 方 向 に 回 転 さ せ ら れ る 。 こ れ に よ り 、 ロ ー ラ
４ ５ が 受 け 板 ４ ４ を 持 ち 上 げ 、 駆 動 上 下 動 軸 ４ １ 及 び 連 結 上 下 動 軸 ３ ０ を 上 昇 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
  図 ３ の 状 態 よ り 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 レ バ ー ４ ７ が 回 転 し て 連 結 上 下 動 軸 ３ ０ が 上
昇 す る と 、 １ 段 目 保 持 用 圧 縮 ば ね ３ ５ の ば ね 力 に よ り １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ が 上 昇 さ せ
ら れ る 。 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ と 共 に １ 段 目 ス ト ッ パ ２ ４ が 図 ３ に 示 す １ 段 目 上 昇 量 Ｈ
１ だ け 上 昇 し 、 １ 段 目 ス ト ッ パ ２ ４ が 吸 着 体 １ ０ の 段 部 １ ０ ａ に 当 接 し 、 １ 段 目 突 き 上 げ
部 材 ２ １ の 上 昇 は 停 止 す る 。 こ こ で 、 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ が 上 昇 す る と 、 １ 段 目 突 き
上 げ 部 材 ２ １ の 段 部 ２ １ ａ に よ り ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ も １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ と 共
に 上 昇 す る 。 ま た ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ３ も ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ と 共 に 上 昇 す る 。 即
ち 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 １ 段 目 、 ２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ は
１ 段 目 上 昇 量 Ｈ １ だ け 上 昇 す る 。 こ れ に よ り 、 ピ ッ ク ア ッ プ し よ う と す る ダ イ ２ は 、 外 周
側 の 端 部 が ウ ェ ー ハ シ ー ト １ か ら 剥 離 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
  図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に レ バ ー ４ ７ が 更 に 回 転 す る と 、 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ は １ 段
目 ス ト ッ パ ２ ４ が 吸 着 体 １ ０ に 当 接 し て い る の で 上 昇 で き な い が 、 ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２
２ は ２ 段 目 保 持 用 圧 縮 ば ね ３ ６ の ば ね 力 に よ り ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ３ と 共 に ２ 段 目 ス ト
ッ パ 受 け 板 ７ １ が ２ 段 目 ス ト ッ パ ２ ７ に 当 接 す る ま で 上 昇 す る 。 即 ち 、 ２ 段 目 突 き 上 げ 部
材 ２ ２ 及 び ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ３ は ２ 段 目 上 昇 量 Ｈ ２ だ け 上 昇 す る 。 こ れ に よ り 、 ダ イ
２ は １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ の 上 面 に 対 応 す る 部 分 が ウ ェ ー ハ シ ー ト １ か ら 更 に 剥 離 す る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
  図 ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に レ バ ー ４ ７ が 更 に 回 転 す る と 、 ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ は ２ 段
目 ス ト ッ パ 受 け 板 ７ １ が ２ 段 目 ス ト ッ パ ２ ７ に 当 接 し て い る の で 上 昇 で き な く 、 ３ 段 目 突
き 上 げ 部 材 ２ ３ の み が 連 結 上 下 動 軸 ３ ０ の 上 昇 量 だ け 上 昇 す る 。 即 ち 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部
材 ２ ３ は ３ 段 目 上 昇 量 Ｈ ３ だ け 上 昇 す る 。 こ れ に よ り 、 ダ イ ２ は ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２
の 上 面 に 対 応 す る 部 分 が ウ ェ ー ハ シ ー ト １ か ら 更 に 剥 離 す る 。 そ の 後 は 、 レ バ ー ４ ７ が 前
記 と 逆 方 向 に 回 転 し 、 １ 段 目 、 ２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ が 下 降 し て
突 き 上 げ 手 段 ２ ０ は 初 期 状 態 と な る 。 吸 着 ヘ ッ ド ６ ０ は ダ イ ２ を 吸 着 し て 所 定 位 置 に 移 送
す る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
  本 実 施 の 形 態 に お い て も 前 記 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 ウ ェ ー ハ シ ー ト １ は ダ イ ２ の 外 周 側
か ら 徐 々 に 剥 離 さ れ て い く た め 、 ダ イ ２ の 一 部 の み に 集 中 的 な 過 大 応 力 が 加 わ る こ と が な
く 剥 離 を ス ム ー ズ に 行 う こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 大 面 積 で 厚 さ の 薄 い ダ イ ２ で あ っ て も
割 れ る こ と な く ピ ッ ク ア ッ プ す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た １ 段 目 ス ト ッ パ ２ ４ を 上 下 動 さ せ る こ と に よ り １ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ の １ 段 目 上
昇 量 Ｈ １ を 調 整 で き 、 ま た ２ 段 目 ス ト ッ パ ２ ７ を 上 下 動 さ せ る こ と に よ り ２ 段 目 突 き 上 げ
部 材 ２ ２ の ２ 段 目 上 昇 量 Ｈ ２ を 調 整 で き 、 更 に ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ２ が ２ 段 目 上 昇 量 Ｈ
２ 上 昇 し た 後 に ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ ３ を 上 昇 さ せ る 上 昇 量 を コ ン ト ロ ー ル す る こ と に よ
り ３ 段 目 上 昇 量 Ｈ ３ を 設 定 で き る 。 こ の よ う に 、 １ 段 目 、 ２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２
１ 、 ２ ２ 、 ２ ３ の 上 昇 量 Ｈ １ ， Ｈ ２ ， Ｈ ３ を そ れ ぞ れ 調 整 で き る の で 、 ダ イ ２ の サ イ ズ 変
更 や ウ ェ ー ハ シ ー ト １ の 変 更 又 は 経 時 変 化 に 対 し て 、 各 １ 段 目 、 ２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ
部 材 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ の 上 昇 量 Ｈ １ ， Ｈ ２ ， Ｈ ３ を そ れ ぞ れ 最 適 な 状 態 に 調 整 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
  な お 、 上 記 実 施 の 形 態 に お い て は 、 ３ 個 の 突 き 上 げ 部 材 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ を 設 け た 場 合
に つ い て 説 明 し た が 、 ２ 個 又 は ４ 個 以 上 の 突 き 上 げ 部 材 を 設 け た 場 合 に も 適 用 で き る 。 ま
た １ 段 目 、 ２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ の 表 面 及 び 断 面 が 正 方 形 の 形 状
に 形 成 さ れ て い る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ ら 突 き 上 げ 部 材 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ は 正 方
形 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 矩 形 形 状 、 円 形 形 状 又 は 楕 円 形 状 等 で も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の ダ イ ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 の 一 実 施 の 形 態 を 示 し 、 （ ａ ） は 断 面 図 、 （ ｂ ）
は 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 続 き の 作 動 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の ダ イ ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 の 一 実 施 の 形 態 を 示 し 、 （ ａ ） は 断 面 図 、 （ ｂ ）
は （ ａ ） の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 続 き の 作 動 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
１ 　 　 ウ ェ ー ハ シ ー ト
２ 　 　 ダ イ
１ ０ 　 　 吸 着 体
１ ６ 　 　 吸 着 体 支 持 ブ ロ ッ ク
２ ０ 　 　 突 き 上 げ 手 段
２ １ 　 　 １ 段 目 突 き 上 げ 部 材
２ ２ 　 　 ２ 段 目 突 き 上 げ 部 材
２ ３ 　 　 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材
２ ４ 　 　 １ 段 目 ス ト ッ パ
２ ５ 　 　 連 動 ス ト ッ パ
２ ６ 　 　 ス ト ッ パ 軸
２ ７ 　 　 ナ ッ ト （ ２ 段 目 ス ト ッ パ ）
３ ０ 　 　 連 結 上 下 動 軸
３ ３ 、 ３ ４ 　 　 ば ね 力 調 整 用 駒
３ ５ 　 　 １ 段 目 保 持 用 圧 縮 ば ね
３ ６ 　 　 ２ 段 目 保 持 用 圧 縮 ば ね
４ ０ 　 　 上 下 駆 動 手 段
４ １ 　 　 駆 動 上 下 動 軸
６ ０ 　 　 吸 着 ヘ ッ ド
７ ０ 　 　 ス ト ッ パ 受 け 軸
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７ １ 　 　 ２ 段 目 ス ト ッ パ 受 け 板
７ ２ 　 　 １ 段 目 圧 縮 ば ね 保 持 ブ ロ ッ ク
７ ３ 　 　 位 置 決 め 駒
Ｈ １ 　 　 １ 段 目 上 昇 量
Ｈ ２ 　 　 ２ 段 目 上 昇 量
Ｈ ３ 　 　 ３ 段 目 上 昇 量

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 9月 27日 (2006.9.27)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
　 ダ イ が 整 列 し て 貼 り 付 け ら れ た ウ ェ ー ハ シ ー ト の 下 面 を 吸 着 保 持 す る 吸 着 体 と 、 こ の 吸
着 体 の 内 側 に 配 設 さ れ た 突 き 上 げ 手 段 と 、 こ の 突 き 上 げ 手 段 を 上 下 駆 動 さ せ る 上 下 駆 動 手
段 と を 備 え 、 前 記 突 き 上 げ 手 段 は 、 外 側 か ら 内 側 へ 順 次 配 設 さ れ た の 環 状
の 突 き 上 げ 部 材 を 有 し 、 前 記 最 内 側 の 突 き 上 げ 部 材 は 、 前 記 上 下 駆 動 手 段 で 上 下 駆 動 さ れ
る 駆 動 上 下 動 軸 に 連 結 さ れ 、 前 記 駆 動 上 下 動 軸 が 上 昇 す る こ と に よ り 、 外 側 の 突 き 上 げ 部
材 よ り 内 側 の 突 き 上 げ 部 材 が 順 次 更 に 上 昇 し 、 こ の 上 昇 時 に は 、 上 昇 す る 突 き 上 げ 部 材 よ
り 内 側 の 突 き 上 げ 部 材 は 同 時 に 上 昇 し 、 ウ ェ ー ハ シ ー ト を ダ イ の 外 周 側 か ら 内 側 に 徐 々 に
剥 離 さ せ る ダ イ ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 に お い て 、
　 前 記 最 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 に は 、

、 前 記 最 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 及 び 前 記 最 内 側 の 突 き 上 げ 部 材 以 外 の 突 き 上 げ 部 材
に は 、 当 該 突 き 上 げ 部 材 の 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 に 接 触 し て 上 昇 が 停 止 さ せ ら れ る ス ト ッ パ
が そ れ ぞ れ 上 下 位 置 調 整 可 能 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る ダ イ ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
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少 な く と も ３ 個

外 周 部 に ス ト ッ パ が 螺 合 し て 設 け ら れ 、 前 記 吸 着 体 の
内 側 に は 、 前 記 ス ト ッ パ が 接 触 し て 上 昇 が 停 止 さ せ ら れ る 段 部 が 前 記 ス ト ッ パ に 対 向 し て
形 成 さ れ



【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
  上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 請 求 項 １ は 、 ダ イ が 整 列 し て 貼 り 付 け ら れ た ウ ェ ー
ハ シ ー ト の 下 面 を 吸 着 保 持 す る 吸 着 体 と 、 こ の 吸 着 体 の 内 側 に 配 設 さ れ た 突 き 上 げ 手 段 と
、 こ の 突 き 上 げ 手 段 を 上 下 駆 動 さ せ る 上 下 駆 動 手 段 と を 備 え 、 前 記 突 き 上 げ 手 段 は 、 外 側
か ら 内 側 へ 順 次 配 設 さ れ た の 環 状 の 突 き 上 げ 部 材 を 有 し 、 前 記 最 内 側 の 突
き 上 げ 部 材 は 、 前 記 上 下 駆 動 手 段 で 上 下 駆 動 さ れ る 駆 動 上 下 動 軸 に 連 結 さ れ 、 前 記 駆 動 上
下 動 軸 が 上 昇 す る こ と に よ り 、 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 よ り 内 側 の 突 き 上 げ 部 材 が 順 次 更 に 上
昇 し 、 こ の 上 昇 時 に は 、 上 昇 す る 突 き 上 げ 部 材 よ り 内 側 の 突 き 上 げ 部 材 は 同 時 に 上 昇 し 、
ウ ェ ー ハ シ ー ト を ダ イ の 外 周 側 か ら 内 側 に 徐 々 に 剥 離 さ せ る ダ イ ピ ッ ク ア ッ プ 装 置 に お い
て 、
　 前 記 最 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 に は 、

、 前 記 最 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 及 び 前 記 最 内 側 の 突 き 上 げ 部 材 以 外 の 突 き 上 げ 部 材
に は 、 当 該 突 き 上 げ 部 材 の 外 側 の 突 き 上 げ 部 材 に 接 触 し て 上 昇 が 停 止 さ せ ら れ る ス ト ッ パ
が そ れ ぞ れ 上 下 位 置 調 整 可 能 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
  な お 、 上 記 実 施 の 形 態 に お い て は 、 ３ 個 の 突 き 上 げ 部 材 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ を 設 け た 場 合
に つ い て 説 明 し た 以 上 の 突 き 上 げ 部 材 を 設 け た 場 合 に も 適 用 で き る 。 ま た １ 段 目
、 ２ 段 目 、 ３ 段 目 突 き 上 げ 部 材 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ の 表 面 及 び 断 面 が 正 方 形 の 形 状 に 形 成 さ
れ て い る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ ら 突 き 上 げ 部 材 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ は 正 方 形 に 限 定
さ れ る も の で は な く 、 矩 形 形 状 、 円 形 形 状 又 は 楕 円 形 状 等 で も よ い 。

(13) JP 2007-109680 A 2007.4.26
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外 周 部 に ス ト ッ パ が 螺 合 し て 設 け ら れ 、 前 記 吸 着 体 の
内 側 に は 、 前 記 ス ト ッ パ が 接 触 し て 上 昇 が 停 止 さ せ ら れ る 段 部 が 前 記 ス ト ッ パ に 対 向 し て
形 成 さ れ
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